
既設橋梁拡幅フローの作成と実設計での活用既設橋梁拡幅フローの作成と実設計での活用既設橋梁拡幅フローの作成と実設計での活用既設橋梁拡幅フローの作成と実設計での活用

　　　　　　　　　　　　　　中央復建コンサルタンツ(株)　　正会員　〇坪村　健二*1　　正会員　海本　健司*1

　　　　　　　　　　　　　　中央復建コンサルタンツ(株)　　　　　　　横山　正博*1　　正会員　藤田　悟司*1

　　　　　　　　　　　　　　和歌山県西牟婁振興局建設部　　　　　　　十林 　崇 *2

１． はじめに

　道路構造令の変革、交通量の増大等により、既設道路橋梁の拡幅が増えている。しかし新設橋に比べ、既設橋の

拡幅には検討を要する問題点が多い。最大の問題点は既設橋の取り扱いである。多くの橋梁が最新の道路橋示方書

が制定された平成８年度以前に建設されている。そのため既設橋建設時の基準が現基準と異なる。さらに経年劣化

により、既設橋の耐荷力が減少している可能性が考えられる。これらを拡幅計画でどのように評価し、いかなる安

全率を目標として改築するかということが、既設道路橋拡幅計画の主たる検討項目である。

　我々は、既設橋梁の拡幅に

ついて効率よく検討が行え

るように「既設橋梁拡幅検討

フロー」を作成した。あわせ

て、検討フローを実設計で活

用した事例について報告す

る。

２．既設橋拡幅検討フロー

　フロー案を図－１に示す。

この中で、特に「既設部の把

握」、「拡幅構造計画」に以下

のポイントを考慮した。

・既設部は設計基準が異な

るため、現規準の安全率を満

足しない場合がある。

・既設部の建設年度が古い

場合に、構造物の諸元を明ら

かにできる設計・竣工図書が

揃っていないこと。

・場合によっては架替えも

視野に入れた比較検討が必

要であること。

　上記の課題に対し滞り無

く調査→設計を行うよう工

夫を行った。その事例を以下

に示す。
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図－1　既設橋梁拡幅検討フロー
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３．実設計概要

３．１ 拡幅計画

　既設橋梁は、河川橋梁として昭和38年に架設(車道2車線)された道路橋である。昭和52年に歩道(有効幅員2.0ｍ)

が車道との分離構造として片側に併設された。今回の拡幅は、両側歩道(歩道有効幅員3.5ｍ)とする計画であった。

３．２ 現況調査

　既設橋梁の竣工図書は、全体一般図、および上部工図面のみであったため、下記調査を実施した。

　　１）竣工時の把握　　　　　　　　　　　　２）竣工後の把握

　　・上下部工寸法調査　　　　　　　　　　　・既設歩道部の竣工図書(全体一般図、上部工図面)－昭和52年

　　・土質調査(ボーリング)　　　　　　　　　・中性化試験－床版、下部工

　　・基礎杭調査(ＳＩＴ、磁気探査)　　　　　・鉄筋腐食度調査－床版、下部工

　　・配筋調査(はつり調査)－床版、下部工　　・超音波伝播速度測定(コンクリート品質判定)－床版、下部工

　　・コンクリート強度試験－床版、下部工　　・応力頻度測定(車道部)

　上記のうち基礎杭調査に磁気探査を適用した理由を述べる。既設歩道部の全体一般図に示された橋台の杭が長さ

7.0ｍのＰＣ杭(φ350)であり、柱状図から判断した支持層(ＧＬ－27.0ｍ)に達していない非常に短い杭であったた

め、確認する目的で実施した。磁気探査は、杭配置付近の地盤をボーリングし、孔口に磁気センサーを挿入して測

定を行った。調査の結果、杭長は7.4ｍと推定され、図面杭長との整合性が確認できた。当初、ＳＩＴも視野に入れ

たが、橋台前面護岸の掘削を伴い、調査時の掘削工事が大規模となるため磁気探査を適用した。

３．３  既設橋梁の構造評価

 　各調査結果により、既設橋の耐久性、耐荷力(竣工当時の設計基準に対する)については概ね問題がない結果とな

った。ただし、歩道部橋台の杭長が、支持層に達していない非常に短い杭であったことが問題となった。

 　また、現行基準(道路橋示方書)の上部工照査では、車道部の主桁応力度が最大20％超過、床版配力筋方向応力度

が約300％超過した結果となった。下部工照査のうち、橋台躯体部は許容範囲内であったが、基礎部は許容値を満足

していなかった。また、橋脚躯体部は許容値を満足しておらず、基礎部は許容値範囲内であった。

 　以上の結果より、既設橋梁の現行基準での耐荷力について問題があると評価した。

３．４  拡幅設計

　既設構造物も含め、原則現行基準を満足するように設計を行った。下表に設計方針を示す。

表－１　拡幅設計方針

上部工 下部工

拡幅設計方針

・新設歩道部は分離構造とする
・既設歩道部は増桁とする
・主桁は無補強(応力頻度測定結果よ
　り応力超過見られず)
・床版は炭素繊維による補強

・橋台は既設部との一体構造(既設部の応
　力超過軽減を図るため)
・橋脚躯体部はＲＣ巻立てによる補強

　なお、既設橋台の杭については支持層に達していないため、周面摩擦力のみを考慮した極限支持力より、許容支

持力を設定した。さらに、新設橋台に剛な基礎を配し、一体構造とすることで既設橋台の安全性を確保した。

４．おわりに

　今回の拡幅設計を行うにあたり、「既設橋梁拡幅検討フロー」を作成し、それに基づいた調査・設計を行うことで、

手戻りが少ない効率的な拡幅設計を実施できた。今後は、現フローで想定されないケースや近接施工の課題も踏ま

えて、フローの充実を図りたい。
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